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本稿では、ニッセイ基礎研究所が定期的に実施した「第５回新型コロナによる暮らしの変化に関す

る調査（2021年７月実施）」を使って、３月に実施した第４回調査以降、接種意向がどのように変化

したか、接種を希望しない理由に変化があったかを分析した。その結果、「副反応の程度や症状につ

いての情報が少ない」や「効果が明確ではない」は低下していたが、「副反応が心配」「将来的な安全

性が確認できていないと思う」は低下していなかった。 

すぐには接種を希望しない人においては、身近な人や医療従事者からの推奨、クーポンやポイント

の付与、ワクチンパスポートの国内利用等が決断の後押しになる可能性があった。 

 

 

1――はじめに 

「新型コロナワクチンをすぐには接種しない人の理由と特徴～「安全性への不安」「順番待ち・様子

見」「面倒」「ワクチン不要」」では、ニッセイ基礎研究所が３月に実施した「第４回 新型コロナによ

る暮らしの変化に関する調査」を使って、新型コロナウイルスのワクチンを「しばらく様子を見てか

ら接種したい」「あまり接種したくない」「絶対に接種したくない」等、すぐには接種を希望していな

い人の理由とその特徴を分析した。 

本稿では、その後３か月あまり経過した７月に実施した同第５回調査を使って、接種意向がどのよ

うに変化したか、接種を希望しない理由に変化があったかを見ていきたい。 

使用したデータは、2020年６月からニッセイ基礎研究所が定期的に実施している「新型コロナに

よる暮らしの変化に関する調査」の第５回調査（2021年７月実施）である。調査は、全国の 20～74

歳の男女（調査会社のモニタ）を対象としてインターネットで 2021年７月５日～７日に実施し、

2,582人から回答を得た。このうち、本稿では、第４回調査（2021年３月実施）と比較するため、第

４回調査でも対象としていた 20～69歳 （2,487人）から得た回答を分析した。 
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2――接種や接種予約は進んでいるが、「あまり接種したくない」「絶対に接種したくない」は５ポイントの低

下にとどまる 

７月調査におけるワクチン接種意向を図表１に示す。全体の 9.7％が二回目まで接種を完了してい

た。「一回目の接種は終えている」「一回目の接種予約が完了し、接種日を待っている」までを合わせ

ると、全体の 34.6％が接種の目途がたっていたと考えられる。年代別にみると、優先接種対象者を

含む 60代は 66.2％、20～50代以下は２割程度で接種の目途がたっていた。 

３月調査と比較すると、60代を中心にワクチン接種（または予約）は進んでいた。また、全年代

で「（まだ予約はしておらず）しばらく様子を見てから接種したい」という接種意向はあってもやや

消極的だった割合も低下していた。一方で、「あまり接種したくない」「絶対に接種したくない」は全

体では５ポイント低下にとどまった。20～30代に限定してみると、３ポイントと、低下幅は他年代

と比べて小さかった。 

 

図表１ ワクチン接種意向の変化 

 
（ 注 ）凡例は、７月調査のもの。３月調査では、「■ 既に接種した」「■ すぐにでも接種したい」「■しばらく様子を見てから接種したい」「■あまり接種した

くない」「■ 絶対に接種したくない」の５つとしていた 

（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第４回、第５回）」 

 

 

3――すぐには接種を希望しない理由 

1｜“安全性への不安”“ワクチン不要”“面倒”“順番待ち・様子見”“ワクチンの種類を選びたい” 

まだ予約をしていない人のうち、「しばらく様子を見てから接種したい」「あまり接種したくない」

「絶対に接種したくない」といった、すぐには接種を希望しない人の理由を因子分析した結果、すぐ

には接種を希望しない理由は５つの因子に分けられ、それぞれ“安全性への不安”“順番待ち・様子

見”“面倒”“ワクチン不要”“ワクチンの種類を選びたい”とした（最終ページの参考図表参照）。抽

出された因子のうち４つ目までは、３月調査と同様であった。 

７月調査で新しく理由の選択肢に入れた「まだ予約券が届いていない」は、“順番待ち・様子見”
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に、「接種の日時や会場に拘束されたくない」は“ワクチン不要”に分類され、「ワクチンの種類を選

びたい」は新たな１つの因子と考えることができた。現在のところ、自治体の集団接種やかかりつけ

医等の個別接種ではファイザー社製品が、大規模接種会場や職域接種ではモデルナ社製品が使われて

いることから、副反応を比較して、より自分にとってリスクが低そうなワクチンを打てる会場で予約

をしたいという人が出てきたようだ。 

 

 

2｜すぐには接種を希望しない最多の理由は「副反応が心配」。年齢が高い層で“安全性への不安”。 

すぐには接種を希望しない理由で、もっとも高かったのは「副反応が心配（51.6％）」だった（図

表２）。次いで「副反応についての情報が少ない（36.7％）」「将来的な安全性が確認できていないと

思う（34.8％）」「効果が明確でない（25.2％）」等、“安全性への不安”が高かった。次いで、「まだ

予約券が届いていない（22.7％）」「まだ日本国内でのワクチン接種が進んでいない（12.4％）」「まだ

医療従事者や、高齢者などの接種が終わっていない（8.9％）」「まだ身近な人が接種して問題がない

ことが確認できていない（7.8％）」といった“順番待ち・様子見”が高かった。 

 

図表２ すぐには接種を希望しない理由（属性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注 1）全体と比べて差がある数値に±を追記（５％有意水準） 

（注 2）「持病がある」は、「心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧・呼吸器疾患などの持病がある」「免疫系の持病がある、または、免疫の機能を低下させる

治療を受けている」「これら以外の持病がある」のいずれかにあてはまることとした。 

（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第５回）」 
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性・年齢、持病の有無、接種意向別にみると、“安全性への不安”を理由とするのは、女性、年齢

が高い層、持病がある人や食品や薬物にアレルギー反応を起こしたことがある人で高い傾向がある。

そして、「あまり接種したくない」と回答している。“順番待ち・様子見”を理由とするのは、50代

で高く、女性に多い傾向がある。接種意向は、「しばらく様子を見てから接種したい」が高い。“面

倒”“ワクチン不要”を理由とするのは、若い人で高く、「絶対に接種したくない」という回答も多か

った。“安全性への不安”は、新型コロナウイルスに感染した場合のリスクが高いとされる年齢が高

い層でも高い点が懸念される。 

 

 

3｜効果への認識は進み、副反応に関する情報も増えたが、「副反応が心配」は低下していない 

３月調査と比較すると、「副反応の情報や

症状についての情報が少ない」「効果が明確

ではない」「まだ日本国内でのワクチン接種

が進んでいない」「まだ医療従事者や、高齢

者などの接種が終わっていない」「まだ身近

な人が接種して問題がないことが確認でき

ていない」「２回接種することが面倒」「接

種会場での感染リスクがある」を理由にあ

げた割合は低くなっていた。副反応につい

ての情報が少ないといった印象は、この３

か月あまりで、ワクチン接種者の体験談の

ほか、厚生労働省「厚生科学審議会 (予防

接種・ワクチン分科会 副反応検討部会)」

による副反応事例が頻繁に更新されている

ことから改善されたようである。また、国

内で優先接種対象者のワクチン接種が進ん

だことで、“順番待ち・様子見”に分類され

ていた理由も大きく改善していただけでな

く、効果についての不安も改善されたよう

である。さらに、大規模接種会場や職域接

種会場の設置、予約方法の改善、接種会場

での感染リスク軽減のための取り組み等が

ニュース等で度々取り上げられているため

か、「２回接種することが面倒」「接種会場

での感染リスクがある」も低下していた。 

しかし、すぐには接種を希望しない大きな理由である「副反応が心配」や「将来的な安全性が確認

できていないと思う」は、３月調査と比べて低下していなかった。 

図表３ すぐには接種を希望しない理由（３月調査との比較） 

 
（ 注 ）*** p<0.01 

（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第４回、

第５回）」 
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4――ワクチン接種を後押しする手立てはあるか 

1｜効果や安全性の説明、および身近な人や医療従事者の推奨、クーポンやポイントは後押しになる

可能性 

すぐには接種を希望しない人に対して、いくつかの取り組みを示し、ワクチン接種に前向きになる

と思う取り組みを選んでもらった（図表４）。その結果、最多は「長期的な安全性が確認できるこ

と」で 48.4％、次いで「副反応についての情報が十分集まること」（44.0％）、「効果がはっきりする

こと」（39.9％）、「副反応が抑えられたワクチンが開発されること」（27.6％）の順に選択割合が高か

った。 

すぐには接種を希望しない理由別にみると、安全性への不安がある人とワクチンの種類を選びたい

人では、当然のことながら、ワクチンの安全性、副反応に対する不安を軽減する情報等をあげてい

た。順番待ち・様子見をしている人では、安全性や副反応に対する不安の軽減以外に、身近な人の接

種が進むことや身近な人の推奨、医療従事者等の推奨、クーポンやポイントなどの特典が得られるこ

とをあげていた。面倒だと感じている人では、クーポンやポイント等の特典、身近な人や医療従事者

による推奨を回答していた。 

 

図表４ どのようなことをしたらワクチン接種に前向きになるか 

 
（ 注 ）すぐには接種を希望しない人全体と比べて差がある数値に±を追記（５％有意水準） 

（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第５回）」 

 

 

2｜「ワクチンパスポート」も活用時期や場面によっては、“順番待ち・様子見”“面倒”を理由とする

人の後押しになる可能性 

次に、政府が導入に向けて調整を進めている、新型コロナウイルスのワクチン接種の証明である

「ワクチンパスポート」について、海外渡航者の出入国時の必要への対応以外に、ワクチン接種記録

の提示によって会場やイベントへの入場時の要件が緩和されたり、さまざまなサービスやキャンペー

ンが受けられたりするなどの国内における活用についても検討されていることを注記したうえで、考

え方を尋ねた。 

その結果、すぐには接種を希望しない人では「二回目まで接種を完了している」「一回目の接種は
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すぐには接種を希望しない人全体 1057 48.4　 44.0　 39.9　 27.6　 10.3　 8.1　 7.8　 6.2　 3.1　 19.6　 ％

理由 安全性への不安 783 54.5＋ 50.7＋ 44.4＋ 32.7＋ 10.0　 6.8－ 7.9　 6.5　 2.4－ 17.4－

順番待ち・ 様子見 426 59.6＋ 54.5＋ 51.4＋ 35.9＋ 16.7＋ 13.4＋ 11.3＋ 10.6＋ 3.3　 7.0－

面倒 226 47.3　 40.3　 43.8　 29.6　 13.7　 14.6＋ 11.5＋ 10.2＋ 1.3　 24.8＋

ワクチン不要 86 51.2　 29.1－ 36.0　 27.9　 10.5　 9.3　 11.6　 8.1　 1.2　 29.1＋

ワクチンの種類を選びたい 80 65.0＋ 62.5＋ 60.0＋ 46.3＋ 11.3　 12.5　 10.0　 6.3　 3.8　 11.3　

接種意向 しばらく様子を見てから接種したい 600 52.5＋ 50.5＋ 46.0＋ 27.7　 14.5＋ 10.7＋ 9.0　 8.2＋ 3.3　 8.2－

あまり接種したくない 285 52.6　 44.2　 40.0　 35.1＋ 6.3－ 6.0　 6.0　 4.2　 2.5　 22.1　

絶対に接種したくない 172 27.3－ 20.9－ 18.6－ 15.1－ 2.3－ 2.9－ 6.4　 2.9－ 3.5　 55.2＋
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終えている」「一回面の接種予約は官僚し、接種日を待っている」「まだ予約していないが、すぐにで

も接種したい」を合わせた「既に接種～すぐにでも接種したい」人と比べて否定的だった（図表

５）。しかし、37.7％が「国内でも積極的に活用していくとよい」または「国内でも利用していくと

よいが、活用対象については慎重に検討した方がよい」と賛同しており、「あまり国内利用には賛成

できない」「国内利用は認めるべきではない」をあわせた 28.0％を上回った。 

すぐには接種を希望しない理由別にみると、“順番待ち・様子見”と“ワクチンの種類を選びた

い”人は、ワクチンパスポートの導入にも賛同する割合がすぐには接種を希望しない人全体と比べる

と高かった。 

 

図表５ 「ワクチンパスポート」の国内利用についての考え方 

 
（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第５回）」 

 

 

具体的な活用場面ごとに、ワクチンパスポートの利用意向を分析した。活用場面としては、７つの

場面1を提示し、「ワクチンを接種して、ぜひ利用したい」「ワクチンを接種して、機会があれば利用

したい」を『利用意向有』、「ワクチンを接種しても、あまり利用したくない」「ワクチンを接種して

も、利用したくない」「こうした利用方法は認めるべきでない」を『利用意向なし・反対』として、

『利用意向有』が多かった３つの活用場面「飲食代金や利用料の割引、ポイントの割増が受けられ

る」「介護施設や医療機関での面会制限が緩和され、直接会えるようになる」「緊急事態宣言やまん延

防止等重点措置の対象地域との移動制限や隔離（待機）措置が緩和される」について示す。 

もっとも利用意向が高かったのは、「既に接種～すぐにでも接種したい」においても「すぐには接

種を希望しない」においても「飲食代金や利用料の割引、ポイントの割増が受けられる」で、次いで

「介護施設や医療機関での面会制限が緩和され、直接会えるようになる」だった。すぐには接種を希

望しない人では、「既に接種～すぐにでも接種したい」人と比べて、すべての活用場面で利用意向は

低かった。「ワクチンパスポート」が導入された場合、ワクチンを打っていない人にとっては不利益

 
1  「飲食代金や利用料の割引、ポイントの割増が受けられる」「 保有者限定のキャンペーンに参加できる」「緊急事態宣言

やまん延防止等重点措置の対象地域との移動制限や隔離（待機）措置が緩和される」「緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置の期間中・対象地域でも国内旅行などのツアーに参加できるようになる」「会場や施設等の入場者数の制限が緩和さ

れた保有者限定のイベントが開催される」「イベント会場、施設等への入場時に専用レーンが開設される」「介護施設や

医療機関での面会制限が緩和され、直接会えるようになる」について尋ねた。 
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となる可能性があるため賛同できない可能性と、すぐには接種を希望していない人ほどワクチンの効

果について懐疑的な傾向があるため、人流を促すような政策に賛同できない可能性が考えられる。 

すぐには接種を希望しない人の中では、ワクチンへの考え方（図表５）と同様に、具体的な活用場

面でみても、“順番待ち・様子見”“ワクチンを選びたい”を理由とする人で、相対的に『利用意向

有』が高かった（図表６）。この２つの理由をあげる人は、いずれ接種することが視野に入っている

可能性がある。 

 

図表６ ワクチンパスポート活用場面ごとの『利用意向有』の割合 

 
（資料）ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる暮らしの変化に関する調査（第５回）」 

 

 

5――おわりに 

直近の７月時点における新型コロナウイルスのワクチン接種意向を、３月に行った調査と比較した

結果、優先接種の対象である 65歳以上を中心として、ワクチン接種は進んでおり、「しばらく様子を

見てから接種したい」といった接種にやや消極的であった人は減少していた。しかし、「あまり接種

したくない」「絶対に接種したくない」は、３月に引き続き若年で多く、３月と比べて低下していな

かった。 

すぐには接種を希望しない理由は、３月調査と比較して、国内での接種が進んできたことにより、

“順番待ち・様子見”に分類される理由は低下していた。また、「副反応の程度や症状についての情

報が少ない」や「効果が明確ではない」は低下していた。各種報道等により、ワクチン接種が進んで

いる国において死者が減っていることや、国内でも高齢者の新規感染者が減っていることなどで効果

を感じるようになってきたこと、現役世代における副反応や、２回目の接種後の副反応についての情

報が得られるようになってきたことで、情報が少ないことによる不安が低下していることによると考

えられる。 

一方、「副反応が心配」「将来的な安全性が確認できていないと思う」は、３月調査と比べて低下し

ていなかった。情報が増えても、現在得られている情報では、副反応や将来的な安全性についての不

安はぬぐい切れていない可能性がうかがえる。こういった“安全性への不安”は、新型コロナウイル

スに感染した場合のリスクが高いとされる年齢が高い層でも高い点が懸念される。 

“安全性への不安”“順番待ち・様子見”で、すぐには接種を希望しない人は、今後、ワクチンの

効果が明らかになったり副反応が抑えられたりすれば、ワクチン接種に前向きになると答えていた。

“順番待ち・様子見”の人では、家族や医療従事者に勧められることのほか、クーポンやポイント等

N
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既に接種～すぐにでも接種したい 1,430 62.3 56.2 51.0 (%)

すぐには接種を希望しない 全体 1,057 33.3 27.1 23.2

　　安全性への不安 783 31.4 27.8 22.2

　　順番待ち・様子見 426 43.2 34.7 31.5

　　面倒 226 31.0 25.2 23.0

　　ワクチン不要 86 20.9 14.0 24.4

　　ワクチンの種類を選びたい 80 41.3 28.8 27.5
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の直接的なメリットが得られることで前向きになると答えている人もいた。“面倒”ですぐには接種

しない人も、家族や医療従事者に勧められることは後押しになる可能性があった。 

「ワクチンパスポート」の導入は、すぐには接種を希望しない人においても慎重な議論は求めてい

るものの、４割弱で利用意向があり、利用意向なしや反対を上回っていた。特に、“順番待ち・様子

見”や“ワクチンの種類を選びたい”は、利用意向が高かった。これらのことから、“順番待ち・様

子見”や“ワクチンの種類を選びたい”は、いずれワクチンを接種することを前提としており、こう

いった政策によって後押しになる可能性があると考えられる。 

現在、ワクチン忌避への対応ついては、ワクチン接種不安をあおる誤情報やデマへどう対処するか

が話題となっている2。誤情報等によって、特に若い層で、ワクチン接種に対して、強い反発を感じ

ている人が課題となっているようだ。しかし、ワクチンの効果を認めているが副反応への不安から決

断がつかずしばらく様子を見ようとしていたり、面倒さや、ワクチンの種類を選ぼうとして、接種を

躊躇している人もいる。“安全性への不安”は、新型コロナウイルスに感染したら重症化や死亡リス

クが高いとされる年齢が高い人にも多い。今回の結果から、身近な人や医療従事者からの推奨、クー

ポンやポイントの付与、ワクチンパスポートの国内利用等が決断の後押しになる可能性があった。 

誤情報やデマへの対応は必須であるが、ワクチンの効果を認めつつも副反応への不安から、決断が

遅れてしまっている人への対応を強化していくことも重要ではないだろうか。 

 

 

参考表  すぐには接種しない理由の因子分析 

 

 
2  例えば、NHKワクチン接種特設サイト「ワクチン接種 不安あおる誤情報やデマ どう対処する？

（https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/vaccine/japan_2021/#mokuji6）」等。 

安全性への不安 ワクチン不要 面倒 順番待ち・様子見 ワクチンの種類

ワクチン接種の将来的な安全性が確認できていないと思うから 0.693 0.076 -0.016 0.062 0.119

ワクチン接種による効果が明確ではないから 0.657 0.075 0.012 0.109 -0.060

ワクチン接種による副反応の程度や症状についての情報が少ないから 0.495 -0.015 -0.010 0.143 -0.189

副反応が心配だから 0.368 -0.017 0.060 0.020 0.099

自分は感染しない、または重症化しないと思うから -0.056 0.882 0.051 0.037 -0.009

基本的な感染防止対策（マスクや手洗い・うがいなど）で十分だと思うから 0.099 0.408 0.082 0.058 0.038

接種の日時や会場に拘束されたくないから -0.018 0.029 0.625 0.179 0.002

2回接種することが面倒だから -0.013 0.120 0.571 0.105 -0.048

接種会場での感染リスクがあるから 0.140 0.043 0.357 0.144 0.048

注射が苦手だから -0.052 -0.022 0.157 -0.097 0.118

まだ日本国内でのワクチン接種が進んでいないから 0.092 0.005 0.093 0.368 0.009

まだ医療従事者や、高齢者など重症化リスクの高い人の接種が終わっていないから 0.008 0.053 0.064 0.344 0.028

まだ家族や友人など身近な人が接種して問題がないことが確認できていないから 0.187 0.061 0.142 0.322 -0.056

ワクチンの種類を選びたいから 0.069 0.086 0.007 0.282 0.315

まだ予約券が届いていないから -0.140 -0.061 0.019 0.144 0.060

固有値 2.288 1.707 1.286 1.173 1.013

累積寄与率 9.306 15.924 22.023 25.838 27.105

因子抽出法: 最尤法 、回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法

 因子負荷量が 0.3 以上のものを緑の網掛け

https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/vaccine/japan_2021/#mokuji6

